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� はじめに

愛知県は交通手段の中で自動車に依存する割合が高い
地域である� 第�回中京都市圏パーソントリップ調査 	
�

によれば� 中京都市圏の人々の約
割が普段の生活で自動
車を利用するという結果が出ている� このような現状に
より� 愛知県では交通渋滞が問題になっている� また� 渋
滞は環境問題だけでなく経済的にも問題であり� 愛知県の

��当たり渋滞損失額は年間
億�����万円で全国第�位で
ある 	���

本研究では� 実際の道路網における混雑度評価を行うた
めのアプローチとして� 最短経路数え上げ問題を取り上げ
る� その応用として需要を考慮した最短経路の数え上げ
や� 道路交通容量を考慮した最短経路の数え上げについて
研究を進める� さらに� これらの方法を用いて愛知県の中
心部である名古屋市の道路網について混雑度評価を行う�

� 最短経路数え上げ問題������

最短経路数え上げ問題���� �������� ���� ��������

��� !���以下����と呼ぶ"とは�次のような問題である�

与えられたネットワーク上で任意の�頂点間の距離が最
小となる最短経路を求める� 頂点の個数を�とすると� こ
のような最短経路は全部で��� � 
"本存在する� ネット
ワーク上のそれぞれの枝が�これら���� 
"本の最短経路
を構成する枝として何回使われたかを全て数え上げ� その
数え上げられた回数をそれぞれの枝の�最短経路の重み�

とする� このようにネットワーク上の全ての枝の重みを
求める問題を����と呼ぶ 	���

��� 需要量や容量を考慮した����

今までの����の研究では� 理論的研究が中心で実デー
タを用いた応用研究は少ない� また� ネットワーク上の全
点対間に需要が一様に発生すると仮定して数え上げるの
が一般的であるが� 実際の交通需要にはばらつきがあり�

交通需要が発生しない�頂点間が存在する場合も考えられ
る� さらに� 実際の道路には容量があり� 容量を超過した
枝を数え上げることは実際の道路の状況とは異なる�

そこで本研究では�名古屋市を例とし町丁目間の需要量
や道路交通容量を考慮して最短経路を数え上げることに
より� 渋滞分析を試みる� また� 実際の道路ネットワーク
を用い� 名古屋市の町丁目の代表点間を交通需要が発生す
る#$ペアとする� 名古屋市の町丁目の人口データを用い
て需要を考慮したモデル� 道路の交通容量を考慮したモデ
ルを提案し� 従来の����で得られた結果と比較する�

� 名古屋市道路網での実験

国土地理院の数値地図������空間データ基盤" 	��を使っ
て� 名古屋市道路網を作成する� 作成した道路ネットワー

クはノード数が��%��� リンク数が%&���である�

各モデルの結果は枝の数え上げ回数で�段階に分け� そ
れぞれクラス
～クラス�で表現する� 例えば表
で見ると�

クラス
は�回～�����回数え上げられた枝が

���本存在
することを意味する� また� 結果を図で可視化する�

��� 重力モデルの実験結果

需要を考慮するため�町丁目の代表点間に重力モデルを
適用し#$間の需要を予測する� 結果を表
� 図
に示す�

表 
� 重力モデルによる数え上げ回数の分布

クラス '(#� )# 枝の数 割合�*"
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図 
� クラス�の枝�重力モデル"

��� 道路交通容量を考慮したモデルとその結果

容量を考慮するため�道路交通容量と交通量から旅行時
間を導き出す,�(関数 	�� を用いる� ,�(関数を以下に
示す�

�� �枝�の単位旅行時間�分���"�

��� �枝�の単位距離当たりの自由走行時間�分���"�

�� �枝�の時間交通量�台�時"�

�� �枝�の時間交通容量�台�時"�

�� 	 �パラメータ�
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枝�の時間交通容量��とは� 
時間に枝�を通過できる車
の台数の最大値である� また� 本研究で用いた時間交通容
量は� 基準交通容量に沿道条件の補正を行ったものであ
る� 基準交通容量とは� どの道路交通容量を算定する場合



にも基準となるものである 	
�� この��を距離の替わりに
枝の重みとして� ダイクストラ法により時間を最小にする
最短経路を算出し� 最短経路の数え上げを行う� また� 全
#$ペアの最短経路数え上げ中に�各枝が何回数え上げら
れたかという情報を記憶する� そして� 各枝が数え上げら
れた回数を� その枝の交通量として,�(関数により所要
時間を導く� よって� 数え上げられた回数が大きくなれば
枝の所要時間は増加し� 数え上げられた回数が交通容量よ
り多い枝を避ける迂回路が発生すると考えられる�

道路交通容量を考慮して最短経路を数え上げた結果を
表�� 図�� 図�に示す� また� 従来の����の結果は表�� 図
�� 図�である�

表 �� 容量を考慮したモデルの数え上げ回数の分布

クラス '(#� )# 枝の数 割合�*"
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図 �� クラス�～�の枝�容量を考慮したモデル"

図 �� クラス�の枝�容量を考慮したモデル"

	 おわりに

本研究では� 実際の道路網における混雑度評価の方法と
して����を取り上げた� 重力モデルによる#$間の需要
を考慮したモデル� 道路交通容量を考慮したモデルと従来
の����それぞれを町丁目を代表点として最短経路の数
え上げを行い比較をした結果� 従来の����では� ネット
ワークの中心部付近の重みが高いという結果になったの
に対し� 道路交通容量を考慮したモデルでは�道路上の橋
が重みが高いという結果になった� また� これらのモデル
は道路上の総需要量が等しいにも関わらず�クラス
とク
ラス�の結果は表�の方が表�よりも偏りが小さい� これは
道路の交通容量を考慮したモデルでは� 容量を超過した枝

表 �� 従来の����の数え上げ回数の分布

クラス '(#� )# 枝の数 割合�*"
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図 �� クラス�～�の枝�従来の����"

図 �� クラス�の枝�従来の����"

を避ける迂回路の結果が反映されていると考えられる�

実際の道路網では道路には容量が存在し� #$間の需要
が一様ではないことから� 本研究で紹介したモデルのよう
に道路交通容量を考慮し�実際の#$間の需要を当てはめ
れば� ����によって渋滞分析が可能であると考えられる�
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